


































































































































































































































分　類 日本の自動車業界全体（生産台数） ト　ヨ タ （生産台数）
車種
乗用車 車合計 車合計 乗用車 車合計
、?
エ　ア
暦年 （含軽） （除軽） 含軽 除軽
1960 16 48 40 4 15 32．138．3
1961 24 81 57 7 21 25．936．6
1962 26 99 67 7 23 23．34．2
1963 40 128 89 12 31 24．835．7
1964 57 170 126 18 42 25．033．8
1965 69 187 138 23 47 25．534．5
1966 87 228 169 31 58 25．734．7
1967 137 314 233 47 83 26．435．7
1968 205 408 299 65 109 26．936．6
1969 261 467 355 96 147 31．541．3
1970 317 528 398 106 160 30．40．4
1971 371 581 466 140 195 33．641．9
1972 402 629 533 148 208 33．139．1
1973 447 708 613 163 230 32．637．7
1974 393 655 578 148 211 32．36．6
1975 456 694 634 171 233 33．736．8
1976 502 784 718 173 248 31．734．6
1977 543 851 772 188 272 32．035．2
1978 597 926 849 203 292 31．634．5
1979 617 963 872 211 299 31．134．3
1980 703 1，104 993 230 329 29．833．2































分　類 日本の 自動車業界全体（登録数） ト　ヨ タ （新車登録台数）
車種
乗用車 車合計 車合計 乗用車 車合計
、?
エ　ア
暦年 （含軽） （除軽） 含軽 除軽
1960 14 40 34 3 12 31．236．8
1961 22 70 49 6 17 24．935．3
1962 25 90 59 7 20 23．035．1
1963 37 117 79 11 28 24．436．3
1964 49 147 103 15 36 25．135．5
1965 58 166 116 19 40 24．635．0
1966 74 204 147 24 48 23．632．8
1967 112 270 192 35 65 24．233．9
1968 156 330 228 45 80 24．435．3
1969 202 382 270 63 103 27．138．4
1970 237 409 284 70 110 27．139．0
1971 239 402 291 78 116 29．140．1
1972 261 436 340 92 135 31．139．9
1973 291 491 395 106 155 31．639．2
1974 227 384 313 88 126 32．940．4
1975 272 430 372 106 144 33．538．8
1976 244 410 346 89 130 31．837．7
1977 250 419 352 89 130 31．137．0
1978 285 468 396 108 151 32．38．2
1979 303 515 429 114 161 31．37．5
1980 285 501 400 106 149 29．837．3
































分　類 日本の自動車業界全体（輸出台数） ト ヨ　タ （輸出台数）
車種 車合計 車合計 シ　ェ ア
暦年
乗用車 （含軽） （除軽） 乗用車 車合計 含軽 除軽
1960 0．7 3 3 0．1 1 48．348．6
1961 1 5 5 0．3 2 50．351．5
1962 1 6 6 0．2 2 33．635．2
1963 3 9 9 0．9 2 30．231．3
1964 6 15 14 1 4 29．29．7
1965 10 19 18 3 6 32．733．4
1966 15 25 25 7 10 41．141．9
1967 22 36 35 11 15 43．644．4
1968 40 61 58 20 27 45．647．9
1969 56 85 82 28 39 46．047．7
1970 72 108 106 34 48 44．345．3
1971 129 177 175 60 78 44．244．8
1972 140 196 194 55 72 36．937．2
1973 145 206 204 52 72 34．935．2
1974 172 261 258 60 85 32．733．1
1975 182 267 265 61 86 32．432．8
1976 253 370 363 83 117 31．732．4
1977 295 435 426 96 141 32．533．2
1978 304 460 453 90 138 30．030．5
1979 310 456 451 90 138 30．30．7
1980 394 596 587 114 178 29．930．4





















順位 台数 順位 台数 順位 台数 順位 台数 順位 台数 順位 台数 順位 台数
G　　　M 1 4641 6231 6701 6871 6441 4751 462
ト　ヨ　タ 3 2333 2483 2723 2853 2992 3292 322
日　　産 4 2074 2304 2274 2244 2333 2643 258
フオード 2 2502 2942 3742 3792 3074 1884 193
V　　　W7 1128 1318 1305 1736 1727 1635 154
ル　　ノ　ー 5 1396 1655 1738 1427 1595 1716 152
プジョー 11 65 7 1657 1617 1595 2006 1647 148
フィアット 8 1089 1199 1179 1398 1388 1348 122
東洋工業 13 64 12 71 11 80 13 78 10 97 9 1129 117





















































































































資　　　　　産 ’80．6．30’81．6．30 負債及び資本 ’80．6．30’81．6．30
流動資産 流動負債
現金及び預金 1，068 1，031 支払手形 747 826
受取手形 4，500 4，850 買掛金 1，873 2，017
売掛金 466 530 未払金 429 456
有価証券 2，728 1，227 未払費用 477 361
製品 45 41 未払物品税 407 633
原材料 243 187 預り金 18 18
仕掛品 129 147 従業員預り金 476 479
貯蔵品 61 75 法人税等引当金 939 506
短期貸付金 29 36 その他の流動負債 879 800
その他の流動資産 74 69 流動負債合計 6，245 6，096
貸倒引当金 △83 △72
流動資産合計 9，260 8，121固定負債
固定資産 退職給与引当金 899 992
有形固定資産 長期未払金 52 2
建物 954 1，387 固定負債合計 951 994
構築物 195 238
機械及び装置 1，426 2，211特定引当金 140 103
車両及び運搬具 33 35 負債合計 7，336 7，193
工具器具備品 286 384
資本金 838 880







投資有価証券 1，938 1，962 当期未処分利益金 1，528 1，449
関係会社株式 1，056 1，484
その他の投資等の資産 670 787 その他の剰余金合計 8，088 9，149
投資その他の資産合計 3，664 4，233 資本合計 9，90110，984
固定資産合計 7，97710，056







科　　　　　　目 1979年度1980年度 科　　　　　　目 1979年度1980年度
売上高 33，10235，064売上高 33，51636，056
売上原価 28，95332，086売上原価 29，72331，897
売上総利益 4，149 2，978 売上総利益 3，793 4，159
販売費及び一般管理費 販売費及び一般管理費
販売手数料 686 532 運賃諸掛費 1，547 1，863
広告宣伝費 22 12 商品保険料 39 36
製品保証引当金操入 193 188 納入諸掛費 582 631
役員給与 5 6 広告宣伝費 133 212
給料・賃金 95 104 販売促進諸費 144 140
退職給与引当金操入 10 12 貸倒引当金操入額 20 15
諸手当 83 80 事務消耗品費 36 42
福利厚生費 18 19 諸給与 172 197
減価償却費 28 29 施設費 63 72
事業税 407 280 減価償却費 34 39
貸倒引当金操入額 9 一 事業税 108 75
その他の費用 261 314 その他の費用 210 236
営業利益 2，332 1，402 営業利益 705 601
営業外収益 営業外収益
受取利息及び割引料 333 511 受取利息及び割引料 179 256
有価証券利息 255 290 受取配当金 61 55
受取配当金 88 103 有価証券売却益 62 128
その他の営業外収益 114 115 その他の営業外収益 98 86
営業外費用 営業外費用
支払利息及び割引料 42 42 支払利息及び割引料 126 154
臨時償却費 48 一 関係会社支払利息 211 361
その他の営業外費用 116 104 雑損 3ε 33
経常利益 2，916 2，275 経常利益 730 578
特別損失 特別損失
豊田工業大学拠出金 100 一 トヨタ財団拠出金 4 一
税引前当期純利益 2，816 2，275 税引前当期純利益 726 578
特定引当金取崩額 71 37 特定引当金取崩額
特定引当金繰入額
13 2









中間配当額 111 123前期繰越利益金 45 44
利益準備金積立額 5 11 中間配当額利益準備金積立額
21 22








資　　　　　産 ’80．3．31’81．3．31 負債及び資本 ラ80。3．31’81．3．31
流動資産 流動負債
現金及び預金 727 610 支払手形 4，980 5，184
受取手形 4，052 4，531 買掛金 289 303売掛金 444 434
有価証券 1，652 L，300 短期借入金 1，248 1，248
車両 666 851 未払金 33 40
産業車両 10 37 未払費用 511 507
部品 271 306 前受金 155 231砿油 12 9
住宅・特機 39 48 預り金 170 166
貯蔵品 9 10 従業員預り金 86 86
短期貸付金 3 4 法人税等引当金 257 74
未収入金 546 554
その他の流動資産 13 10 その他の流動負債
163 137
貸倒引当金 △177△174 流動負債合計 7，892 7，976
流動資産合計 8，267 8，530固定負債
固定資産 転換社債 41 40
有形固定資産 退職給与引当金 94 105
建物 252 282
構築物 58 58
機械及び装置 11 24 固定負債合計 135 145
車両及び運搬具 5 5特定引当金 35 33
工具器具備品 16 25 負債合計 8，062 8，154
土地 489 509
建設仮勘定 11 66 資本金 190 225
有形固定資産合計 842 969資本準備金 116 243
無形固定資産 8 8利益準備金 47 50
投資その他の資産 その他の剰余金
投資有価証券 315 330
関係会社株式 377 409 任意積立金 1，460 1，760
その他の投資等の資産 433 515 当期未処分利益金 367 329
投資その他の資産合計 1，125 1，254 その他の剰余金合計 1，827 2，089
固定資産合計 1，975 2，231 資本合計 2，180 2，607














資　　　　　産 780．12．318 ，12．31 負債及び資本 80．12．318 ．12．31
流動資産 流動負債
支払手形 777 786
現金及び預金 991 1，001 買掛金 1，925 2，066
受取手形 4，219 4，903 未払金 630 511
売掛金 470 500 未払費用 472 475
有価証券 1，750 2，388
たな卸資産 453 494 預り金 492 568
その他の流動資産 89 135 法人税等引当金 434 726
貸倒引当金 △70 △83 その他の流動負債 921 1，019
流動資産合計 7，902 9，338 流動負債合計 5，651 6，151
固定資産 固定負債






その他の有形固定資産 1，146 1，187特定引当金 116 90
有形固定資産合計 5，178 6，183 負債合計 6，730 7，296
資本金 880 915
投資その他の資産 資本準備金 735 1，690
利益準備金 209 220投資有価証券及び
関係会社株式 3，290 3，493その他の剰余金
長期貸付金 119 138 任意積立金 7，700 8，720
その他の投資等の資産 593 656 中間未処分利益金 828 967
投資その他の資産合計 4，002 4，287 その他の剰余金合計 8，528 9，687
固定資産合計 9，18010，470 資本合計 10，35212，512









科　　　　　目 1980年度1981年度 科　　　　　目 1980年度1981年度
売上高 16，56418，706売上高 18，38819，630
売上原価 15，25716，800売上原価 16，235 17，515
売上総利益 1，307 1，906 売上総利益 2，153 2，115
販売費及び一般管理費 739 834販売費及び一般管理費 1，787 1，809
営業利益 568 1，072 営業利益 366 306
営業外収益 営業外収益
受取利息及び割引料 452 348 受取利息 133 125
受取配当金 55 64 その他の営業外収益 139 150
その他の営業外収益 51 42
営業外費用
営業外費用 支払利息及び割引料 274 224
支払利息及び割引料 21 22 その他の営業外費用 41 19
その他の営業外費用 76 97 経常利益 323 338
経常利益 1，029 1，407 税引前中間純利益 323 338
税引前中間純利益 1，029 1，407
特定引当金取崩額 4 5
特定引当金取崩額 24 13 特定引当金繰入額 一 一
税引前中問利益 1，053 1，420 税引前中間利益 327 343
法人税等 481 756法人税等 154 192
中間利益 572 664 中間利益 173 151
前期繰越利益金 256 303前期繰越利益金 44 56
中間配当額 一 ｝ 中間配当額 一 一
利益準備金積立額 一 一 利益準備金積立額 一 一





資　　　　　産 ’80．9．30’81．9．30 負債及び資本 ’80．9．30’81．9．30
流動資産 流動負債
現金及び預金 657 667 支払手形 4，126 4，918
受取手形 2，556 3，093 買掛金 273 263
売掛金 477 444 短期借入金 1，248 1，248
譲受月賦手形・債権 1，662 1，626 未払費用 438 489
有価証券 1，119 1，323 法人税等引当金 145 182
たな卸資産 1，040 1，235 負債性引当金 46 53
その他の流動資産 107 174 その他の流動負債 609 623





有形固定資産 退職給与引当金 99 111
固定負債合計 140 145
土地 497 555
その他の有形固定資産 400 497特定引当金 31 28
有形固定資産合計 897 1，052 負債合計 7，056 7，949
資本金 205 237
無形固定資産 8 9資本準備金 264 237
利益準備金 47 56投資その他の資産
その他の剰余金投資有価証券 715 779
長期貸付金 385 401 任意積立金 1，760 2，000
その他の投資等の資産 99 56 中間未処分利益金 217 207
投資その他の資産合計 1，199 1，236 その他の剰余金合計 1，977 2，207
固定資産合計 2，104 2，297 資本合計 2，493 2，737
































日　　　付 ト ヨ　タ　自 工 ト ヨ　タ　自 販高値 安値 終値 高値 安値 終値
日召和56年10月3日1，170 985 1，000 640 560 570
9日 1，1801，0301，160 659 575 633
16日 1，2401，0501，060 664 585 587
24日 1，1601，0301，100 624 571 597
31日 1，1701，0801，170 633 583 615
11月7日 1，2301，1501，200 655 613 622
14日 1，2201，1601，220 650 612 650
20日 1，2301，1301，150 652 595 599
28日 1，1501，0701，080 600 561 565
12月5日 1，1601，0601，140 607 560 600
12日 1，1501，0901，110 607 568 568
18日 1，1401，0901，110 595 565 572
26日 1，180 1，1001，130 604 569 571
（新株落ち） 1，0501，0001，020
昭和57年1月9日1，040 975 975 604 568 570
14日 998 970 975 600 568 579
23日 1，090 977 1，080 780 575 780
30日 1，1401，0401，080 834 773 802
2月6日 1，0901，0201，020 799 728 732
13日 1，0801，0201，020 768 695 704
19日 1，0801，0301，040 715 676 676
27日 1，050 960 960 690 630 631
3月6日 981 910 912 648 604 618
13日 950 900 902 645 610 620
19日 920 835 896 616 550 555





























































　　　　　メーカー項　目 新生トヨタ G　　　Mフオード 日　　　産
売　上　高（億円） 45，000 138，500 84，500 31，987
販売台数（万台） 322 676 431 285
営業利益（億円） 2，800 867 △2，776 1，343
税引後利益（億円） 1，800 737 △2，343 860
総資本（億円〉 27，500 86，200 50，900 21，024
自己資本（億円） 15，800 39，200 16，300 9，370
従業員数（万人〉 5．6 74．1 42．7 5．7
　（注）新生トヨタは工販単独決算より推定。GM，フォードは56年度連
　　　結決算（円換算は56年平均レートによる）。日産は57年3月期。
　　　　　　　　　　　　　図3
が2であれば，従来の工販分
離と変わらない。もしも自工
の論理に自販が一方的に呑み
込まれるならば，答えは2以
下となろう。さらに両社が激
しく対立すれば，ゼロにもな
りかねない。もちろん，工販
が効率的に融和すれば，2以
上になる。果たして，トヨタ
の合併戦略の答えは………。
米国3社と国内11牡の提携関係　　　　7
国
　　　　　　　。7　　　　　　　　　一で　　　65　▽一一・一・富士重　　グ8の
　　　　日産　　　　　　　　　ル産小　　変象』…熱画之型乗
甚用　　遂自　　一一一“一一”“一需一　　鋤　　回　【独鰍営】同車生　　　　35　一一一一藤　酵一一諏洋工一・r究交渉　　　　　2　　飯売提携　　曜　　資　　　　　　いす・“梱1霧
　　15．3翫7L3　　　え　　し一，η囎一　　鈴木自　・3　　　　　　　　　1
　　　　　　小型草共同開発プ　クライスラー、盛皇＝層」　ソ
　ー一〇資本提携（数字は出資比皐）嫡ρ一◆商品供給
出所：日本経済新聞1982年3月9日
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所蔵社史目録
　本目録は，昭和57年9月10日現在，白鴎女子短期大学が所蔵している本邦
会社史，総タイトル数70冊を収録したものである。
　本目録の配列は，会社名の五十音順である。尚，本目録の記載事項は，標
目（会社名），書名，発行年の順とし，頭にアイテム番号を付した。また社史
の編集者名，発行地および社名の株式会社等は省略した。
　本目録に収録した社史は，全て本学図書館が所蔵しているが，現在は便宜
的に中小企業研究室によって保管されている。
????????????
　　　　　　　　　　社　　　　史
旭硝子：　現代のプロメテウス　旭硝子物語　　昭53
朝日生命保険相互会社：　朝日生命八十年史　　昭43
朝日生命保険相互会社：　朝日生命八十年史資料篇
味の素1　味の素株式会社社史1　　昭46
昧の素：　味の素株式会社社史2　　昭47
アメリカ屋靴店：　アメリカ屋靴店五十年史　　昭52
内田洋行：
王子製紙：
沖電気工業：
オルガノ：
花王石鹸：
花王石鹸：
花王石鹸：
鹿島建設：
キッコーマン醤油：
桐生機械：
内田洋行70年史　　昭55
王子製紙社史　戦後三十年の歩み
　沖電気100年のあゆみ　　昭56
オルガノ35年のあゆみ　1946～1981
花王石鹸五十年史（復刻版）　　昭53
年表花王90年のあゆみ　　昭55
4000人の軌跡　　昭55
鹿島建設　百四十年の歩み　　昭55
　　　キッコーマン醤油史　　昭43
桐生機械社史　　昭56
昭57
昭44
昭56
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17．協和銀行：　協和銀行史　　昭44
18．協和銀行：　続協和銀行史　　昭54
19．グンゼ：　グンゼ株式会社八十年史　　昭53
20．国際電信電話：　国際電信電話二十五年史　　昭54
21．小西六写真工業＝　虹を創る　小西六そのおいたちと未来
22．埼玉日産モーター：　埼玉日産モーター30年史　　昭55
23．三協アルミニウム工業：　20年のあゆみ　　昭55
24．資生堂：　資生堂百年史　　昭47
25．住友商事：　住友商事株式会社社史　　昭47
26．住友電気工業＝　住友電工の歴史　　昭54
27．ダイニック：　ダイニック六十年史　　昭55
28．ヂーゼル機器：　ヂーゼル機器40年史　　昭56
29．電通P　Rセンター：　電通P　Rセンター二十年史　　昭56
30．東京海上火災保険：　東京海上火災保険株式会社百年史　上
31．東京海上火災保険：　東京海上火災保険株式会社百年史　下
32．東洋パルプ：　東洋パルプ25年史　　昭53
33．戸田建設：　戸田建設百年史　こころ・わざ　　昭56
34．戸田建設：　トダ・コンストラクション（現況）　　昭57
35．東レ：　東レ50年史　1926～1976　昭52
36．トヨタ自動車販売：　世界への歩み　トヨタ自販30年史
37．トヨタ自動車販売：　世界への歩み　資料　　昭55
38．日清製粉：　日清製粉株式会社七十年史　　昭45
39．日清製粉：　日清製粉この十年の歩み　　昭55
40．日産自動車：　日産自動車社史　　昭50
41．日本交通公社：　日本交通公社七十年史　　昭57
42．日本水産：　日本水産の70年　　昭56
43．日本生命保険相互会社：　日本生命九十年史　　昭55
44．日本道路：　この道この歩み　五十年史　　昭54
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昭55
昭54
昭57
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日本ビクター：　日本ビクター50年史　　昭52
パイオニァ：　Sound　Creator　　昭55
パイロット萬年筆：　パイロットの航跡　文化を担って60年　　昭54
富士銀行：　富士銀行の百年　　昭55
ブリヂストンタイヤ：　ブリヂストンタイヤ五十年史　　昭57
ブリヂストンタイヤ：　ブリヂストンタイヤ五十年史　資料　　昭57
ブルドックソース：　ブルドックソース55年史　　昭56
松下電器産業：　社史　松下電器激動の十年　　昭53
丸善：　丸善百年史　上巻　　昭55
丸善1　丸善百年史　下巻　　昭56
丸善：　丸善百年史　資料　　昭56
三菱化成工業：　三菱化成社史　　昭56
三菱銀行二　三菱銀行史（復刻版）　　昭55
三菱銀行：　続三菱銀行史　　昭55
三菱商事：　三菱商事25年のあゆみ　　昭55
三菱石油：　三菱石油五十年史　　昭56
三菱電機：　三菱電機社史　　昭57
ミノルタカメラ：　決断　限りなき創意を求めて　　昭54
明治製菓：　明治製菓の歩み　創立から50年　　昭43
明治乳業：　明治乳業50年史　　昭44
明治乳業：　明治乳業60年の歩み　　昭52
ヤマハ発動機：　YAMAHA　TODAY25TH　ANNIVERSARY
　　　　　　　　昭55
湯浅商事：　三百年ののれん　　昭44
ライオン：　ライオン歯磨80年史　　昭48
ライオン：　ライオン油脂六十年史　　昭54
ワコール：　ワコール30年のあゆみ　　昭54
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注　　　本目録中，アイテム番号40，53，54，55は図書館において登録済
　　　である。
付記：　本目録に収録された社史の大部分は，各関係企業によって本学に
　　　寄贈されたものである。各関係企業および関係者に心より謝意を表
　　　するものであります。
目録作成者＝藤　田　誠　久
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編　集後記
　予定より約2ヶ月の遅れではあるが，ここにようやく本論集第8巻第1号
の刊行の運びとなった。締切期日を厳守して投稿して下さいました方々には，
多大のご迷惑をおかけ致しましたことを，編集実務委員として深くおわび申
し上げます。
　本号は，偶々投稿予定者の中で3名が，投稿延期の止むなきに至り　（内2
名はaserious　sickness），刊行が大巾に遅延した。諸般の事情により投
稿不可能な事態に陥ることは，勿論避けえない事ではあるが，私的事由で締
切日直前に突然中止を申し出ることは，可及的に回避して下さいますよう，
投稿予定者各位に強くお願いする次第であります。
　編集実務委員の勝手なお願いにも拘らず，他の機会に投稿を予定していた
原稿を寄せて下さいました，経営科，青山米蔵教授のご厚意に深謝するもの
であります。
　なお，本号に掲載されております，幼児教育科，亀岡睦美講師の論文は，
氏が現在入院中の為，校正は氏の手を離れて，編集実務委員がこれを行なっ
たことを記して，各位の了承を願いたい。
　時は秋，実りと穫り入れの時。霜と雪に耐え，薄氷とともに芽吹いた新し
い生命が，陽の光を受け，雨滴を浴び，酷暑に立ち，今豊穣の時を迎える。
やわらかに，しかし，確実に時は移ろい，ふかく深く大地に根をおろし，ひ
たすら生き抜いてきた生命の持つ美しさに秋は溢れている。
　ようやく肩の荷を下ろし，窓外の美しい夕焼けに見とれつつ。
1982年11月13日，第9回白鴎祭の日に
　編集実務委員　柳　川　高　行
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